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Patent Information のページ
では、産総研所有の特許で技
術移転可能な案件をもとに紹
介しています。産総研の保有
する特許等のなかにご興味の
ある技術がありましたら、知
的財産部技術移転室までご遠
慮なくご相談下さい。
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目的と効果
これまでの質量分析装置に通常使用される粒

子検出器はマイクロチャネルプレート（MCP）
です。このような質量分析装置を用いて実際に
観測されるのは粒子の質量ではなく、質量電荷
比（m/z）で、イオン価数を弁別した質量分析を
することは原理上不可能でした。質量を得るた
めには、マススペクトルのピーク位置と推測し
たイオンの価数から解析するプロセスが必要で
した。これを克服するために、ナノストリップ
ライン構造をもつ超伝導粒子検出器を開発しま
した。この発明によって、マススペクトルのピー
クのイオン価数の推測が不要になります。

技術の概要
超伝導薄膜（膜厚 10 nm）に線幅 800 nm の

ストリップラインからなるミアンダパターンを
加工し（図 1）、バイアス電流を流しておきます。
粒子が衝突すると、衝突個所が局所的に超伝導
から常伝導に転移し、高速パルス信号（立ち上
り時間 1 ns）が発生します。これを粒子検出信
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号として利用します。バイアス電流を変化させ
ると、イオン価数に対する感度を変化させるこ
とができます。バイアス電流を変化させながら
質量分析を行うことで、MCP 検出器では不可
能な、特定のイオン価数に対するマススペクト
ルの測定が可能になりました。この方法を用い
て糖タンパク質（リゾチーム、分子量 14,305）
のマススペクトルを観測しました（図 2）。

発明者からのメッセージ
超伝導ナノストリップライン粒子検出器を用

いて得られるマススペクトルは MCP と同程度
の質量分解能をもちます。このマススペクトル
から、イオンの質量だけでなくイオン価数の情
報を直接的に得ることができます。その結果、
マススペクトルの解析が簡単になります。特
に、未知の混合試料の同定に大きな役割を果た
すと考えられます。さらに、超伝導ナノストリッ
プライン粒子検出器は検出感度が分子量に依存
しないので、広い質量範囲での定量分析や巨大
分子の観測が可能です。

適用分野：
●質量分析装置（マトリクス
　支援レーザー脱離イオン
　化法など）
●超伝導計測分野（粒子検
　出器など）
●ナノテクノロジー分野（巨
　大分子の観測など）

図1　超伝導ナノストリップライン検出器の
光学顕微鏡写真

図 2　糖タンパク質（リゾチーム、分子量14,305）の
マススペクトル
超伝導臨界電流 Ic に対してバイアス電流Ｉが小さい時
には、2 価イオンを選択的に検出する。解析により特
定の価数に対するマススペクトルの導出が可能。
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